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Vol.３　大学特集 

１年次からの２つのゼミナール制。 
大学が特徴とするきめ細やかな学生指導の一環である 
基礎ゼミナール・専門ゼミナールについて探ってみた。 

４年間必修のゼミナールは 
「星稜モデル」 

ÇÀ ET LÀ 07

国
語
・
数
学
の
基
礎
学
力
の
確
保
を
中

心
課
題
と
し
て
い
ま
す
。「
Ｓ
Ｐ
Ｉ
基
礎
」

（
ミ
ネ
ル
バ
書
房
）
を
共
通
教
材
と
し
て
、

就
職
時
に
多
く
の
企
業
が
採
用
し
て
い
る

Ｓ
Ｐ
Ｉ
（
Ｓ
ｙ
ｎ
ｔ
ｈ
ｅ
ｔ
ｉ
ｃ
　
Ｐ
ｅ

ｒ
ｓ
ｏ
ｎ
ａ
ｌ
　
Ｉ
ｎ
ｖ
ｅ
ｎ
ｔ
ｏ
ｒ

ｙ
）テ
ス
ト
に
習
熟
す
る
こ
と
を
兼
ね
て
、

一
コ
マ
90
分
授
業
の

前
半
は
、
こ
の
テ
キ

ス
ト
に
基
づ
い
て
授

業
を
行
い
、後
半
は
、

各
教
員
そ
れ
ぞ
れ

が
、
基
礎
的
文
献
・

古
典
的
文
献
の
読
解
、
時
事
問
題
に
つ
い

て
の
討
論
や
レ
ポ
ー
ト
作
成
技
法
等
の
指

導
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
も
う
一
コ

マ
は
、
文
科
省
後
援
の
ビ
ジ
ネ
ス
検
定
試

験
の
学
習
に
充
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

コ
ミ
ョ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
育
成
が

中
心
課
題
で
す
。
学
習
課
題
に
即
し
て
情

報
を
「
収
集
」
「
比
較
・
判
断
・
処
理
」

「
加
工
・
表
現
」「
発
信
・
交
流
」
す
る
活

動
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
基
礎
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
Ⅱ
は
、
シ
ラ
バ
ス（
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

の
目
的
・
概
要
・
月
別
テ
ー
マ
等
の
計
画

を
ま
と
め
た
冊
子
）
を
も
と
に
、
教
員
研

究
室
を
訪
問
し
、
自
己
ア
ピ
ー
ル
・
質
疑

を
経
て
選
択
す
る
仕
組
み
を
取
り
入
れ
て

い
ま
す
。

今
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
人
間
科
学

部
は
、
学
科
の
目
的
に
添
っ
て
基
礎
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
Ⅱ
に
代
わ
る
も
の
と
し
て
、

「
フ
ィ
ー
ル
ド
基
礎
演
習
」を
位
置
づ
け
て

い
ま
す
。
体
験
を
基
盤
と
す
る
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
育
成
す
る
こ
と
が
目

的
で
す
。

総
合
教
育
科
目
で
身
に
つ
け
た
幅
広
い

教
養
と
専
門
科
目
で
学
ん
で
い
る
知
識
を

融
合
し
、
深
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。
学
生
は
関
心
を
抱
く
テ
ー
マ

を
追
求
す
る
の
に
相
応
し
い
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
シ
ラ
バ

ス
を
も
と
に
、
５
人
の
教
員
と
面
談
し
、

ゼ
ミ
を
選
択
す
る
仕
組
み
で
す
。
定
員

（
16
名
）を
超
え
な
い
限
り
、
学
生
は
、
希

望
ゼ
ミ
に
入
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
定
員

を
超
え
た
場
合
は
、
第
二
希
望
の
ゼ
ミ
に

入
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

内
容
と
方
法
を
融
合
さ
せ
、
集
大
成
と

し
て
の
卒
業
論
文
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
が

主
目
的
で
す
。

毎
年
入
学
式
直
後
、
新
入
生
の
全
員

が
参
加
す
る
、
一
泊
二
日
の
合
宿
研
修

を
行
っ
て
い
ま
す（
２
０
０
５
年
以
降
は
、

通
称
「
輪
島
キ
ャ
ン
パ
ス
」）。
今
年
度
は

能
登
半
島
地
震
の
た
め
、
急
遽「
山
中
キ
ャ

ン
パ
ス
」に
変
更
し
、
４
月
５
日（
木
）・

６
日（
金
）に
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
研
修
は
、「
金
沢
星
稜
大
学
の
学

生
と
し
て
、
学
生
相
互
お
よ
び
教
職
員
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
は
か
り
な
が

ら
、
大
学
生
と
し
て
の
自
覚
と
今
後
の
大

学
生
活
の
目
標
を
考
え
る
。」こ
と
を
目
的

に
、
基
礎
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
Ⅰ
の
ス
タ
ー
ト
授

業
と
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、

「
基
礎
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
ｉ
ｎ
山
中
温
泉
２
０

０
７
」
と
銘
打
っ
て
、
経
済
学
部
・
人
間

科
学
部
合
わ
せ
て
24
の
ゼ
ミ
に
分
か
れ
、

11
台
の
バ
ス
に
分
乗
し
て
出
発
。
山
中
文

化
会
館
で
全
体
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
こ

こ
で
は
、
加
賀
市
山
中
温
泉
支
所
長
の
歓

迎
挨
拶
、
山
中
節
の
披
露
、
山
中
温
泉
協

会
会
長
の
記
念
講
演
が
行
わ
れ
、
学
生
は

８
０
０
年
の
温
泉
文
化
の
意
義
に
つ
い
て

熟
考
す
る
機
会
を
得
た
と
思
い
ま
す
。

学
生
に
は
、
こ
の
研
修
を
通
し
て
是
非
考

え
て
欲
し
い
３
つ
の
課
題
を
出
し
ま
し
た
。

「
生
徒
と
学
生
の
違
い
は
何
か
」

「
人
間
関
係
力
が
重
視
さ
れ
る
所
以
は
」

「
本
学
が
掲
げ
る『
実
学
』と
は
何
か
」

午
後
は
、
ホ
テ
ル
・
旅
館
で
、
学
部
・

学
科
・
コ
ー
ス
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
や
ゼ
ミ
担

当
教
員
の
下
で
の
履
修
指
導
、
夜
は
親
睦

会
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
翌
日
は
、
山
中
の

歴
史
と
文
化
の
多
彩
な
魅
力
に
触
れ
な
が

ら
、
お
土
産
屋
さ
ん
や
美
術
工
芸
品
ギ
ャ

ラ
リ
ー
を
訪
ね
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
自

由
行
動
と
し
ま
し
た
。
桜
が
咲
き
誇
る
山

中
で
の
散
策
行
動
に
、
買
い
物
券
「
山
中

湯
路（
ユ
ー
ロ
）」（
２
０
０
０
円
）は
、
効

果
的
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

昨
年
度
よ
り
、
３
年
次
生
の
専
門
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
Ⅰ
の
開
始
に
あ
た
り
、
加
賀
市
の

山
中
温
泉
観
光
協
会
の
協
力
の
下
、
ゼ
ミ

単
位
で
ホ
テ
ル
・
旅
館
で
の
分
宿
合
宿
を

行
っ
て
い
ま
す
。
研
修
の
目
的
は
、「
一

泊
の
合
宿
を
通
し
て
、
学
生
相
互
お
よ
び

教
職
員
と
の
充
実
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
り
、
卒
業
ゼ
ミ
レ
ポ
ー
ト

（
卒
業
論
文
）の
作
成
に
向
け
て
研
究
課
題

の
調
整
や
研
究
プ
ロ
セ
ス
な
ど
に
つ
い
て

論
議
を
重
ね
、
合
わ
せ
て
専
門
ゼ
ミ
の
充

実
と
活
性
化
を
図

る
。」
こ
と
に
あ
り

ま
す
。

こ
の
研
修
の
目

的
達
成
を
よ
り
確

実
な
も
の
と
す
る

た
め
、
専
門
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
Ⅰ
の
選
択
は
、

既
に
２
年
次
の
12
月
段
階
で
終
え
て
い
ま

す
。
学
生
は
２
月
に
新
し
い
専
門
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
Ⅰ
・
Ⅱ
の
担
当
教
員
と
顔
合
わ
せ

を
行
い
、
担
当
教
員
か
ら
「
山
中
キ
ャ
ン

パ
ス
」
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
受
け

「
き
め
こ
ま
か
な
指
導
」の
一

環
と
し
て
の
全
学
年
・
全
員

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
制

基
礎
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
Ⅰ（
一
年
次
）

基
礎
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
Ⅱ（
二
年
次
）

専
門
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
Ⅰ（
三
年
次
）

専
門
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
Ⅱ（
四
年
次
）

導
入
期
教
育
の
充
実
を
め
ざ

す
一
年
次
合
宿
研
修

学
び
を
実
ら
せ
る
三
年
次
の

専
門
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
は
、
再
び

合
宿
研
修
か
ら
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08 ÇÀ ET LÀ

ま
し
た
。
特
に
合
宿
研
修
の
意
義
・
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
確
認
、
現
地
企
画
イ
ベ
ン
ト
の

選
択
、
現
地
で
の
最
初
の
授
業
の
準
備
等
。

「
専
門
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
ｉ
ｎ
山
中
温
泉
２

０
０
７（
４
月
１
日（
日
）・
２
日（
月
））」

は
、
30
ゼ
ミ
に
分
か
れ
て
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
山
中
文
化
会
館
で
行
わ
れ
た
全
体
研

修
で
は
、
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
と
し
て
、

山
中
節
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
第
20
回
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
に
よ
る
山
中
節
の
披
露
。
山
中
温

泉
旅
館
協
同
組
合
理
事
に
よ
る
山
中
温
泉

の
紹
介
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
こ
で
も
、
学
生
に
次
の
二
つ

の
課
題
を
出
し
ま
し
た
。

「
人
間
関
係
力
が
重
視
さ
れ
る
所
以
」

「
本
学
が
掲
げ
る『
実
学
』の
意
味
」

こ
の
研
修
を
通
し
て
、
一
定
の
私
論
が
展

開
で
き
る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

午
後
の
研
修
①
で
は
、
各
ホ
テ
ル
・
旅

館
に
分
か
れ
、
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
単
位
で
事
前

の
課
題
に
即
し
て
授
業
を
実
施
し
ま
し

た
。
引
き
続
い
て
の
研
修
②
で
は
、
山
中

観
光
協
会
が
企
画
し
た
講
演
会
、
温
泉
旅

館
の
経
営
の
あ
り
方
、
和
の
食
文
化
等
８

コ
ー
ス
の
中
か
ら
１
つ
を
選
択
履
修
し
ま

し
た
。

夕
方
の
研
修
③
は
、
研
修
①
を
さ
ら
に
継

続
。
夕
食
時
と
食
後
は
ゼ
ミ
単
位
で
の
懇

親
会
も
も
た
れ
ま
し
た
。

２
日
目
は
、
買
い
物
券
「
山
中
湯
路

（
ユ
ー
ロ
）」（
２
０
０
０
円
）を
活
用
し
て
、

「
町
並
み
散
策
と
人
の
動
向
調
査
」を
実
施

し
ま
し
た
。

２
０
０
６
年
度
に
４
年
次
生
の
専
門
ゼ

ミ
Ⅱ
の
終
了
段
階
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、

「
プ
レ
卒
論
発
表
会
」（
２
０
０
７
年
２
月

13
日（
火
））を
実
施
し
ま
し
た
。
４
年
次

生
３
０
０
名
余
で
、
一
人
の
持
ち
時
間
は

15
分（
発
表
10
分
、
質
疑
・
応
答
５
分
）で

す
。
教
員
も
全
員
コ
メ
ン
テ
ー
タ
と
し
て

参
加
し
ま
し
た
。

学
生
は
13
会
場
に
分
か
れ
、
１
会
場
に

発
表
学
生
が
24
名
、
数
名
の
教
員
が
交
互

に
司
会
・
進
行
役
を
努
め
ま
し
た
。
学
生

の
報
告
・
質
疑
の
直
後
に
教
員
が
視
点
別

に
評
価
し
、
改
善
点
等
を
評
価
カ
ー
ド
に

記
し
、
そ
の
場
で
当
該
学
生
に
手
渡
し
ま

し
た
。

プ
レ
卒
論
発
表
会
の
実
施
に
あ
た
り
、

１
月
中
に
４
年
次
生
全
員
の
概
要
書
を
ま

と
め「
卒
業
論
文
概
要
書
」を
発
刊
し
、
全

４
年
次
生
に
配
布
。
３
年
次
生
に
は
専
門

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
Ⅰ
、
２
年
次
生
に
は
基
礎
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
Ⅱ
の
ゼ
ミ
時
間
を
通
じ
て
参
加
要

領
を
配
布
し
、
参
加
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

正
式
に
は
、
現
３
年
次
生
か
ら
実
施
す

る
も
の
で
す
が
、
２
０
０
６
年
度
は
過
渡

的
・
移
行
処
置
と
位
置
づ
け
て
実
施
し
ま

し
た
。

２
０
０
８
年
度
に
は
、
就
職
す
る
企
業

の
人
事
担
当
者
、
卒
業
し
た
高
等
学
校
、

保
護
者
、
一
般
市
民
の
傍
聴
・
参
加
ま
で

も
可
能
と
す
る
体
制
を
作
っ
て
い
き
ま

す
。
２
０
０
７
年
度
は
、
第
二
段
階
と
し

て
、
卒
論
発
表
会
を
12
月
に
実
施
し
、
助

言
を
卒
業
論
文
の
修
正
に
生
か
す
手
立
て

や
学
外
者
へ
の「
公
開
」を
試
行
し
ま
す
。

﹇
取
材
を
終
え
て
﹈

岡
部
教
務
部
長
の
説
明
や
学
生
達
の
取

り
組
む
姿
勢
を
と
お
し
、
こ
の
四
年
間
の

ゼ
ミ
ナ
ー
ル「
星
稜
モ
デ
ル
」で
学
ん
だ
事

は
、
社
会
に
出
た
時
に
大
き
な
力
と
な
る

こ
と
を
実
感
し
た
。

大
学
の
学
び
を
集
大
成
す
る
専

門
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
Ⅱ
と
卒
業
論
文

の
作
成
・
発
表

﹇
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
に
参
加
し
て
﹈

弓
　
元
植（
Ｂ
Ｃ
学
科
　
３
年
）

僕
は
、
ゼ
ミ
で
た
だ
一
人
の
中
国
人
留
学

生
で
す
。
僕
は
、
日
本
文
化
に
と
て
も
興
味

が
あ
っ
た
の
と
、
馬
場
先
生
の
基
礎
ゼ
ミ
Ⅱ

で「
日
本
語
の
語
彙
力
と
表
現
力
」を
訓
練
し
、

留
学
生
試
験
の
日
本
語
一
級
に
も
合
格
し
た

の
で
、
何
と
か
が
ん
ば
ろ
う
と
思
い
、
馬
場

ゼ
ミ
に
入
り
ま
し
た
。

ゼ
ミ
別
の
研
修
で
は
、『
日
本
永
代
蔵
』や

江
戸
文
化
と
歴
史
に
関
す
る
ク
イ
ズ
の
プ
リ

ン
ト
、先
輩
の
卒
論
概
要
書
な
ど
が
配
ら
れ
、

馬
場
先
生
か
ら「
専
門
ゼ
ミ
は
二
年
間
持
ち

上
が
り
で
、
卒
業
論
文
と
就
職
活
動
の
二

つ
が
中
心
と
な
る
」と
い
う
説
明
を
受
け
ま

し
た
。

ま
た
、
先
輩
か
ら「
卒
論
と
就
活
は
早
い

時
期
か
ら
と
り
か
か
る
こ
と
、
卒
論
の
テ
ー

マ
は
常
に
問
題
意
識
を
も
っ
て
積
極
的
に
演

習
に
望
め
ば
自
ず
と
見
つ
か
る
し
、
企
業
は

学
生
時
代
の
諸
活
動
を
評
価
し
て
く
れ
る
」

と
い
う
話
を
聞
き
ま
し
た
。

宿
舎
で
は
、
見
た
目
も
美
し
い
日
本
料
理

の
品
々
を
楽
し
み
、
温
泉
大
浴
場
に
入
り
、

浴
衣
も
着
て
、
日
本
情
緒
に
浸
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

僕
に
と
っ
て
一
泊
二
日
の
山
中
研
修
は
、

と
て
も
素
敵
な
思
い
出
の
一
つ
に
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
、
専
門
ゼ
ミ
で
経
済
小
説

『
日
本
永
代
蔵
』を
学
び
、
江
戸
時
代
の
商
売

と
職
業
に
つ
い
て
調
べ
、
当
時
の
日
本
・
韓

国
・
中
国
の
経
済
・
文
化
交
流
に
つ
い
て
研

究
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

プレ卒論発表

ホテルでのゼミナール
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入
学
式 

学
園
設
置
校
の
入
学
式
が
４

月
３
日（
火
）か
ら
９
日（
月
）に

か
け
て
行
わ
れ
、
大
学
院
７
名
、

大
学
４
６
４
名
、
短
大
１
３
３

名
、
高
校
５
６
３
名
、
中
学
校

70
名
、
星
稜
幼
稚
園
59
名
、
星

稜
泉
野
幼
稚
園
56
名
が
入
学
・

入
園
し
ま
し
た
。

総
勢
１
３
５
２
名
が

星
稜
の
仲
間
入
り

金沢星稜大学 星稜女子短期大学

星稜高等学校

星稜中学校

星稜幼稚園
星稜泉野幼稚園

宮本三弘さん

則段美幸さん

斉田育気さん

土田征一郎さん
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10 ÇÀ ET LÀ

本
学
と
金
沢
大
学
が
共
催
で
設

立
し
た「
リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル
・
ツ
ー

リ
ズ
ム
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
」の
第
一

回
研
究
会
が
、
２
月
４
日（
日
）、

金
沢
大
学
サ
テ
ラ
イ
ト
プ
ラ
ザ
に

て
行
わ
れ
ま
し
た
。
石
川
県
の
観

光
振
興
を
考
え
る
目
的
で
開
催
さ

れ
、
今
回
は
、
立
教
大
学
観
光
学

部
の
安
島
博
幸
教
授
が
、「
観
光

地
の
現
状
と
こ
れ
か
ら
の
課
題
」

と
題
し
て
話
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
に
は
約
40
名
の
両
大
学
の

研
究
者
や
一
般
の
観
光
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
集
ま
り
ま
し
た
。

第
二
回
研
究
会
は
、
３
月
５
日

（
月
）、
同
じ
く
金
沢
大
学
サ
テ
ラ

イ
ト
プ
ラ
ザ
で
、
金
沢
商
業
高
等

学
校
の
田
畑
龍
一
郎
教
諭
が「
高

校
に
お
け
る
観
光
教
育
に
つ
い

て
」と
題
し
、
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
副
代

表
は
金
沢
星
稜
大
学
堂
下
恵
講

師
で
す
。

ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
コ
ー

ス
で
は
春
期
休
暇
期
間
に
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実

施
し
ま
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
ビ
ジ
ネ

ス
の
現
場
を
体
感
す
る
こ
と
で
、

目
的
意
識
の
向
上
や
就
業
観
の
形

成
を
目
指
し
ま
す
。

本
年
度
は
次
の
企
業
・
団
体
に

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
ミ
ズ
ノ（
株
）、
ゼ
ビ
オ
株
式
会

社
、
エ
イ
ム
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
Ｖ
１０
、
株
式
会
社
コ
ナ
ミ
ス

ポ
ー
ツ
＆
ラ
イ
フ
、
ク
ラ
ブ
レ
ッ

ツ
、
金
沢
市
ス
ポ
ー
ツ
事
業
団
）

東
京
大
学
・
京
都
大
学
　
現
役
Ｗ
合
格

名
古
屋
大
学
・
金
沢
大
学
に
過
去
最
多
合
格

ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
コ
ー
ス

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

『
東
ア
ジ
ア
の
国
際
的
中
心
都
市

’大
連
‘』
―
地
域
発
展
計
画
と

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
振
興
の
な
か
で
―

中
国
大
連
市
は
、
港
湾
・
工

業
・
貿
易
都
市
と
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
都
市
の
２
つ
の
顔
を
持
ち
、

東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
国
際
的
中

心
都
市
へ
と
邁
進
し
て
い
ま
す
。

昨
年
11
月
、
金
沢
市
と
大
連
市

が「
友
好
交
流
と
協
力
に
関
す
る

合
意
書
」を
交
わ
し
ま
し
た
。
こ

う
し
た
折
、
金
沢
星
稜
大
学
経

済
研
究
所
は
ジ
ェ
ト
ロ
金
沢
貿
易

情
報
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
、
１
月

16
日（
火
）金
沢
ニ
ュ
ー
グ
ラ
ン
ド
ホ

テ
ル
に
て
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
東

ア
ジ
ア
の
国
際
的
中
心
都
市
’大

連
‘」を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
企
画
意
図
は
、
両

市
が
、
こ
れ
ま
で
の
教
育
分
野
か

ら
さ
ら
に
産
業
、
文
化
面
へ
と
幅

広
く
交
流
を
深
め
て
い
く
た
め
の

１
つ
の
き
っ
か
け
を
つ
く
る
こ
と

で
し
た
。「
大
連
市
の
第
11
次
５
ヶ

年
計
画
」、「
東
ア
ジ
ア
の
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
拠
点
都
市
・
大
連
へ
の
展

望
」の
２
つ
の
基
調
講
演
、
続
く

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通

じ
て
、
大
連
が
め
ざ
す
発
展
の
方

向
、
両
市
の
交
流
・
連
携
の
道
筋

を
つ
か
む
手
が
か
り
が
得
ら
れ
た

と
思
い
ま
す
。

「
地
域
デ
ザ
イ
ン
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
研
究
会
開
催

国
公
立
大
学
合
格
者

過
去
最
多
２
０
０
名
突
破

合格人数（人）私立大学合格人数（人）国公立大学

４青山学院大３北海道大

５慶應大２東北大

１上智大４筑波大

１３中央大１東京大

８東京理大１東京工業大

２９法政大２横浜国立大

１１明治大４４富山大

９立教大４４金沢大

１３早稲田大７名古屋大

２６同志社大１京都大

７８立命館大２大阪大

４１関西大２大阪外大

３４関西学院大２神戸大

６１金沢星稜大３首都大東京

８１２ほか８６ほか

ゼビオ株式会社

第１回研究会シンポジウム
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ÇÀ ET LÀ 11

２
月
14
日（
水
）か
ら
20
日（
火
）

ま
で
の
７
日
間
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
研
修
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
１

年
次
18
名
、
２
年
次
７
名
の
計
25

名
が
参
加
。

当
日
は
、
全
員
そ
ろ
っ
て
ケ
ア

ン
ズ
の
美
し
い
ビ
ー
チ
や
施
設
を

見
学
し
、
訪
問
先
の
方
々
と
の
交

流
会
を
行
い
ま
し
た
。

Ｊ
Ｔ
Ｂ
ケ
ア
ン
ズ
支
店
長
飯
田

晃
氏
に
よ
る
講
演
会
で
は
、
ケ
ア

ン
ズ
観
光
の
魅
力
に
加
え
、
変
化

す
る
経
済
・
社
会
の
状
況
や
国
際

情
勢
に
対
応
す
る
た
め
の
苦
労
な

ど
に
つ
い
て
話
を
聞
き
ま
し
た
。

ま
た
飯
田
氏
は
石
川
県
の
観
光
に

も
詳
し
い
こ
と
か
ら
、
ケ
ア
ン
ズ

と
石
川
の
特
徴
や
違
い
に
つ
い
て

も
お
聞
き
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

そ
の
ほ
か
、
世
界
遺
産
で
あ

る
キ
ュ
ラ
ン
ダ
で
は
、
第
二
次

世
界
大
戦
で
実
際
に
使
用
さ
れ

た
ア
ー
ミ
ー
ダ
ッ
ク（
水
陸
両
用

車
）に
乗
っ
た
り
、
先
住
民
族
ア

ボ
リ
ジ
ニ
の
文
化
を
体
験
し
た

り
し
ま
し
た
。

オ
プ
シ
ョ
ナ
ル
ツ
ア
ー
で
は
、

そ
れ
ぞ
れ
、
興
味
の
あ
る
ツ
ア
ー

に
参
加
し
、巨
大
ア
リ
塚
の
見
学
、

野
生
の
ロ
ッ
ク
ワ
ラ
ビ
ー
の
餌
づ

け
や
世
界
最
大
の
サ
ン
ゴ
礁「
グ

レ
ー
ト
バ
リ
ア
リ
ー
フ
」に
あ
る
、

サ
ン
ゴ
が
積
も
っ
て
で
き
た
グ

リ
ー
ン
島
で
は
、
グ
ラ
ス
ボ
ト

ム
ボ
ー
ト（
船
底
が
ガ
ラ
ス
張
り

で
海
中
が
見
え
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
ボ
ー
ト
）や
シ
ュ
ノ
ー
ケ

リ
ン
グ
な
ど
を
体
験
し
ま
し
た
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
世
界
遺
産

見
学
、
異
文
化
体
験
、
外
国
人
相

手
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
そ

し
て
海
外
で
働
く
日
本
人
と
接
す

る
な
ど
、
貴
重
な
体
験
が
で
き
た

研
修
で
し
た
。

２
月
15
日
（
木
）、
16
日
（
金
）

に
３
年
生
対
象
に
学
内
合
同
企
業

説
明
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
参
加
企
業
が
前
年
度
を

40
％
を
上
回
る
１
４
３
社
が
参
加

し
、
２
階
フ
ロ
ア
ー
の
ほ
か
３
、

５
、
６
、
７
階
の
各
教
室
を
使
っ

て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

学
生
は
、
本
番
開
始
と
あ
っ
て

身
な
り
も
整
え
、
ス
ー
ツ
も
着
慣

れ
た
様
子
で
、
落
ち
着
い
て
臨
ん

で
い
ま
し
た
。
企
業
側
か
ら
の
評

判
も
良
く
、
こ
れ
を
土
台
に
し
て

希
望
す
る
会
社
か
ら
内
定
を
も
ら

え
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
ほ
し
い
も

の
で
す
。

合
同
企
業
説
明
会
開
催

２
月
13
日
（
火
）
に
経
済
学
部

一
部
の「
プ
レ
卒
業
論
文
発
表
会
」

が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
発
表
会
は
２
年
後
の
卒

論
必
修
化
に
向
け
て
、
今
年
度
、

初
め
て
の
試
み
と
し
て
行
な
わ

れ
ま
し
た
。
４
年
次
に
と
っ
て

は
、
大
学
生
活
の
一
つ
の
総
決

算
で
あ
る
と
同
時
に
、
自
分
の

卒
業
論
文
を
他
の
学
生
や
教
員

に
発
表
で
き
る
良
い
機
会
と
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
を
機
に
、
今

後
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
活
動
が
ま
す

ま
す
活
発
に
な
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

学
外（
海
外
）研
修

プ
レ
卒
業
論
文
発
表
会

２
月
３
日
（
土
）
１
年
生
が
茶

道
の
授
業
を
体
験
し
ま
し
た
。
正

座
を
し
て
静
粛
に
体
験
し
て
い
る

姿
に
普
段
と
は
違
っ
た
面
が
み
ら

れ
ま
し
た
。

伝
統
の
美
に
目
を
む
け
、
体
験

し
、
見
る
こ
と
は
感
性
を
高
め
、

心
を
豊
か
に
し
て
く
れ
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

男
子：

す
っ
き
り
し
た
気
持
ち

に
な
る
こ
と
が
で
き
、
感
動
し
ま

し
た
。

女
子：

茶
道
の
美
し
さ
に
触
れ

る
こ
と
が
で
き
、感
動
し
ま
し
た
。

ま
た
、
体
験
し
た
い
で
す
。

２
月
10
日
（
土
）
入
学
試
験
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
試
験
当
日
中
学

生
は
、
駐
車
場
係
、
受
付
係
、
案

内
係
、試
験
場
係
な
ど
を
担
当
し
、

誠
意
を
も
っ
て
後
輩
に
な
る
皆
さ

ん
の
お
世
話
を
し
ま
し
た
。

挨
拶
が
さ
わ
や
か
で
気
持
ち
が

良
い
、
言
葉
使
い
が
は
つ
ら
つ
と

し
て
い
る
、
気
が
き
い
て
い
る
な

ど
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
志
願

者
は
94
名
で
過
去
最
高
の
人
数
で

し
た
。

中
学
入
学
試
験

生
徒
た
ち
が
活
躍

感
性
を
高
め
る
た
め
に

キュランダ駅で記念撮影 アボリジニの文化を体験

和　室
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12 ÇÀ ET LÀ

大
学
で
は
２
月
14
日（
水
）〜
16

日（
金
）
の
日
程
で
野
外
ス
ポ
ー

ツ
演
習（
冬
季
ス
ノ
ー
ス
ポ
ー
ツ

実
習
）
が
長
野
県
栂
池
高
原
ス

キ
ー
場
に
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

学
生
・
教
職
員
30
名
が
参
加
し

ス
キ
ー
、
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
を
体

験
し
ま
し
た
。

２
日
目
に
は
、
ス
ノ
ー
ボ
ー

ド
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に
よ

る
講
習
を
受
け
、
初
め
て
ス
ノ
ー

ボ
ー
ド
に
挑
戦
し
た
学
生
は
最

初
戸
惑
い
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、

皆
上
達

は
早
く
、

楽
し
く

滑
る
こ

と
が
で

き
た
よ

う
で
す
。

短
大
で
は
ス
キ
ー
研
修
を
３
月

３
日
（
土
）
〜
５
日
（
月
）、
ス

キ
ー
実
習
を
３
月
３
日
（
土
）
〜

６
日
（
火
）
の
日
程
で
長
野
県
・

栂
池
高
原
ス
キ
ー
場
で
実
施
し
ま

し
た
。

【
ス
キ
ー
研
修
】

ス
キ
ー
研

修
に
は
21
名

が
参
加
し
ま

し
た
。

１
日
目
の

午
後
と
２
日

目
の
午
前
そ

れ
ぞ
れ
約
２
時
間
ず
つ
、
栂
池
ス

キ
ー
学
校
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

に
よ
る
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
講
習
を
受

講
し
た
あ
と
、
自
由
滑
走
を
楽
し

み
ま
し
た
。

【
ス
キ
ー
実
習
】

ス
キ
ー
実
習
は
、
ス
ポ
ー
ツ
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
コ
ー
ス
に
配
当
の
選

択
科
目
で
あ
る「
ス
ポ
ー
ツ
方
法

演
習
Ｉ
」と
し
て
実
施
し
、
16
名

が
受
講
し
ま
し
た
。
１
日
目
と
２

日
目
は
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
の
実
習
を

行
い
、
３
日
目
と
４
日
目
は
ス

キ
ー
の
実
習
を
行
い
ま
し
た
。

ス
キ
ー
―
実
習
・
研
修
・
教
育
―

中
学
校
で
は
２
月
20
日
（
火
）

一
里
野
温
泉
ス
キ
ー
場
で
ス
キ
ー

教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
晴
天
で

絶
好
の
ス
キ
ー
日
和
で
し
た
。
そ

こ
ら
中
で
歓
声
が
上
が
り
、
初
め

は
歩
く
こ
と
も
ま
ま
な
ら
な
い

人
も
１
時

間
も
し
な

い
う
ち
に

ス
イ
ス
イ

滑
っ
て
い

ま
し
た
。

本学サッカー部出身の田代祐平さん(19年３月卒)が、ツエー
ゲン金沢に入団しました。ポジションは、ゴールキーパー。高
い身体能力を生かし、相手チームからゴールを守ってくれるで
しょう。
Ｊリーグ昇格を狙うツエーゲン金沢の躍進

とＪリーグの舞台で、田代さんの勇姿を見る
ことができるよう、皆さんの応援をよろしく
お願いします。

１月28日（日）、１１０チームが出場した第61回石川県耐寒継
走七尾大会で、本学陸上競技部が、２位に１分40秒近くの差をつ
け優勝。七尾－田鶴浜間の駅伝から通算６連覇を成し遂げました。
優勝　金沢星稜大学Ａ
出場選手：篠原正明（２年）→池田敬一（３年）→岸太一（３年）→奥野遼太郎（２年）

３位　金沢星稜大学Ｂ
出場選手：釜井達弥（一年）→舟倉大二郎（１年）→橋口太郎（二部４年）→冨田幸祐（１年）

田代さん、ツエーゲン金沢へ第61回石川県耐寒継走七尾大会で
金沢星稜大学が優勝

﹇
１
年
生
﹈

３
月
10
日（
土
）〜
14
日（
水
）、
Ａ

コ
ー
ス
は
東
京
・
横
浜
、
Ｂ
コ
ー

ス
は
九
州
へ
出
か
け
ま
し
た
。
Ａ

コ
ー
ス
は
、
東
京
・
横
浜
の
文
化

に
触
れ
る
と
と
も
に
早
稲
田
大
学

や
東
京
大
学
の
ほ
か
班
別
で
志
望

大
学
の
探
訪
を
し
ま
し
た
。
Ｂ

コ
ー
ス
で
は
、
よ
り
深
い
理
解
が

得
ら
れ
る
よ
う
平
和
公
園
や
原
爆

資
料
館
の
見
学
の
前
に
被
爆
体
験

者
の
講
和
を
聞
き
ま
し
た
。

各
方
面
の
名
所
見
学
の
ほ
か
各

コ
ー
ス
の
特
徴
を
活
か
し
た
内
容

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

学
園
設
置
校
の
卒
業
式
が
３
月

15
日（
木
）〜
20
日（
火
）に
か
け
て

行
わ
れ
、
大
学
院
７
名
、
学
部
３

１
７
名
、
短
大
１
３
１
名
、
高
校

６
８
２
名
、
中
学
校
50
名
、
星
稜

幼
稚
園
63
名
、
星
稜
泉
野
幼
稚
園

60
名
が
卒
業
、
卒
園
さ
れ
ま
し
た
。

卒
業
式

■
大
学

﹇
学
長
賞
﹈

◇
研
究
業
績
部
門

池
田
　
瑞
穂

程
　
　
　
麗（
４
年
次
）

◇
ス
ポ
ー
ツ
部
門

平
野
　
博
之（
１
年
次
）

斉
藤
　
　
将（
４
年
次
）

﹇
優
秀
賞
﹈

◇
研
究
業
績
部
門

矢
吹
　
　
綾

張
　
　
　
　

李
　
　
建
強（
４
年
次
）

池
田
　
幸
應
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

澤
　
　
信
俊
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

◇
ス
ポ
ー
ツ
部
門

陸
上
競
技
部

〔
大
圖
　
彰
・
夏
畑
佑
己（
３
年
次
）

三
林
　
雅
・
齊
藤
　
将（
４
年
次
）〕

桶
田
　
順
平（
３
年
次
）

針
原
　
直
孝（
２
年
次
）

■
短
大

﹇
学
長
賞
﹈

◇
研
究
学
業
成
績
部
門

魚
住
　
幸
子

駒
谷
　
聡
美

玉
屋
　
香
奈

野
田
み
さ
と

服
部
　
有
希

浜
崎
　
美
保

三
門
　
由
貴

綿
谷
　
麻
未

◇
資
格
取
得
部
門

綿
谷
　
麻
未

◇
課
外
教
育
活
動
部
門

池
上
　
奈
央
（
空
手
道
部
）

岡
田
　
有
加（
陸
上
競
技
部
）

■
高
校

﹇
皆
勤
賞
﹈

１
１
０
名

■
中
学
　
﹇
皆
勤
賞
﹈

８
名

﹇
２
年
生
﹈

２
月
13
日
（
火
）
〜
17
日
（
土
）

２
年
Ｐ
コ
ー
ス
の
生
徒
が
北
海
道

に
修
学
旅
行
に
出
か
け
ま
し
た
。

ル
ス
ツ
ス
キ
ー
場
で
ス
ノ
ー

ボ
ー
ド
実
習
や
雪
上
運
動
会
が

行
わ
れ
、
ま
た
北
海
道
の
名
所

に
加
え
、
ウ
ィ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
見
学
し
ま
し
た
。

修
学
旅
行

太宰府天満宮

平和公園 浦上天主堂

ルスツスキー場
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ÇÀ ET LÀ 13

「メダカさんになってみよう～♪」
音楽に合わせて体を動かすことが大好きな年少さん。時には
先生のピアノをきいてイメージをふくらませ、色々なものにな
りきって体表現を楽しみます。

この日は、年少さん最後の
参観日。お日さまの光がポカ
ポカと差し込む2月のある日、
友達の中で堂々と嬉しそうに
リズム遊びを楽しむ子どもた
ちの様子を見てもらいました。

自信を持って自分なりの表現をする子どもたちの姿に、一年
の成長をみて、保護者の方たちもほほえましげに見守っていま
した。

みんなで床をぞうきんがけ。
拭けば拭くだけピカピカに

なっていく床に、気持ちものっ
てきて、どんどんスピードも
アップ！
１年間友達と過ごした思い

出いっぱいの部屋にお別れする前に、年長さんが心を込めて大
そうじをしてくれました。
部屋も☆ピカピカ☆心も☆ピカピカ☆になって平成19年3

月14日年長組63名が、元気にすがすがしい笑顔で星稜幼稚
園を巣立っていきました。

新しい年を迎えると年少さんのクラスでもかるたつくりや
かるたとりが始まります。どんな絵にするかどんなお話にする
かも子どもたちが考えて作ります。
年少さんなのに読み手をかってでる子もいて、一人遊びから
お友達遊びへと広がる場面です。

星稜泉野幼稚園では、毎年小学校1年生から6年生までの卒園
児全員に同窓会の招待状を送ります。いろいろな小学校での経
験をおみやげに、中には遠
く千葉や大阪からも集まっ
てくれました。
どこにいても友だち、
いつまでも友だち、そして
いつ来てもここは、みんな
の幼稚園だからね。

杵でついた、つきたてのお
もちをかわいい手で“くるく
る”“こねこね”。
毎年子どもたちが楽しみにしているもちつ
き会です。食べるだけじゃなくて、つきたて
のおもちの感触を味わってほしいという保護
者の方たちの思いでこんな楽しい経験ができ
ました。
きな粉をつけたり、おしょう

油をつけてのりで巻いたり、味
ももちろんおいしくて大満足の
子どもたちでした。

年長組になると月に1～2回英語とふれあえるとっても楽し
い時間がやってきます。
子どもたちにとっては、英語というよりケビン先生と一緒に
遊べるＨａｐｐｙなひとときという感じ。
最初ははずかしそうにしている子どもたちも、面白くて回を

重ねるごとにどんどんダイナ
ミックに大きな声で英語遊び
を楽しめるようになります。
そして、違う国の人と友達に
なれることのすばらしさも経
験している子どもたちです。

毎年11月には表現遊びの会があります。
それぞれが思い思いのイメージでなりたい
役を代わりあいながら当日を迎える劇遊
び。“お面だって小道具だってみんなでが
んばって作ったんだ
よ”とお客さんにちょっ
と自慢したい気分。子
どもたちのはにかんだ
表情も楽しそうな笑顔
もお母さんと子どもた
ちの思い出箱に大切に
しまいました。

★もちつき会★

★表現遊びの会★

★年少さんのリズムあそび★

★かるたとり★

★年に一度の同窓会★

★ケビン先生とのＡＢＣランド★★年長さんの大そうじ★
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14 ÇÀ ET LÀ

星稜  I n f o r m a t i o n星 稜  I n f o r m a t i o n

中
国
・
大
連
工
業
大
学 

表
敬
訪
問 

能登半島地震災害－復興を願って－
３月25日に能登半島沖で発生した地震は、能登地方各地に大きな災害をもたらしました。本学園でも、地震で
被災された方々を支援するため、義援金を募り、輪島市役所にお届けしました。皆様方の温かいご支援ご協力あ
りがとうございました。被災者の方々に心よりお見舞い申し上げます。

能登半島被災学生・生徒への支援
学園は、能登半島地震により被災された世帯で、学費負担者が災害救助法適用地域に在住する在学生を対象に
授業料等減免を行います。
○災害救助法適用地域：石川県七尾市、輪島市、珠洲市、羽咋郡志賀町、鹿島郡中能登町、鳳珠郡穴水町、鳳珠郡能登町

支援内容
(1) 入学金（高校は施設設備費を含む。）の返還（平成19年度入学生）
(2) 授業料等の減免（原則として一年間）

(3) 見舞金の給付　　対象者の内、(2)に該当しない場合に、一律２万円給付

詳細は各学校の事務局・事務室まで

高　校大学･短大
３３６,０００円（月額２８,０００円）全額ア．家屋の全壊または全焼
３３６,０００円（月額２８,０００円）全額イ．学費負担者が死亡
２５２,０００円（月額２１,０００円）７５％ウ．家屋の半壊または半焼
 ８４,０００円（月額 ７,０００円）２５％エ．家屋の一部損壊

※授業料等：大学・短大　授業
料及び施設設備
費、高校　授業料
及び施設維持費

対象家屋：学費負担者が居住し
ていた家屋に限る

学園歓迎会
4月２日（月）９時よ

り辞令交付、18時よ
り学園の教職員237
名が集う学園歓迎会が
金沢スカイホテルにて
行われました。

４
月
６
日（
金
）、
中
国
・
大
連

工
業
大
学
の
余
　
加
祐（
よ
か
よ

う
）学
長
、
于
　
占
元（
う
せ
ん
げ

ん
）管
理
・
社
会
科
学
学
院
　
書

記
、
陳
　
宇（
ち
ん
う
ー
）国
際
交

流
、
合
作
処
　
処
長
、
王
　
薇

（
お
う
　
い
）管
理
・
社
会
学
院
対

日
交
流
合
作
部
長
が
理
事
長
を
表

敬
訪
問
し
ま
し
た
。
こ
の
訪
問
は

O
R
C

（
オ
ー
プ
ン
・
リ
サ
ー
チ
・

セ
ン
タ
ー
）事
業
な
ど
で
、
交
流

の
あ
る
古
賀
　
克
己
日
本
海
国
際

交
流
セ
ン
タ
ー
理
事
長（
㈱
ア
ル

㈱星稜プラザ設立より充実したサービスをめざして

学園の厚生部門および郵便業
務を別法人化し、平成19年１
月４日㈱星稜プラザ（社長田中
洋之「短大事務局長」）が設立さ
れ、学園から業務が移管されま
した。また、３月30日（金）稲
置郵便局長（理事長）から田中社
長へ郵便業務の引継ぎが行われ
ました。
なお、㈱星稜プラザでは次の

ような事業を行っておりますの
で、学園関係者の方のご利用を
お願いいたします。

［㈱星稜プラザの主な事業］
教育支援、簡易郵便局受託、コンビニ、自販機による飲食の提供、学生・生徒
及び教職員等へのサービス寄与、文化・スポーツ事業の企画、実施、プロモー
ションに関する事業等

プ
会
長
）の
ご
紹
介
に
よ
る
も
の

で
す
。

大
連
工
業
大
学
は
、
11
学
部
か

ら
な
り
、
専
任
教
員
５
３
２
名
、

学
生
は
大
学
院
を
含
め
約
７
９
０

０
人
の
大
き
な
大
学
で
、
中
国
で

も
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
大
学
で
す
。

表
敬
後

は
、
余
学
長

の
希
望
で
、

大
学
の
藤
井

教
授
、
大
薮

教
授
ほ
か
主

に
経
済
を
専

門
と
さ
れ
る

先
生
方
と
学

術
交
流
を
行

い
ま
し
た
。

2007年“平和－民族の壁を越えて”
石川日本語サミット

金沢星稜大学・星稜高等学校がホスト校に決定
日本語を学ぶ、世界の青少年の“日本ファン”の醸成・育成と、日本と世界各
国との架け橋となる優秀な人材ネットワーク構築を目的として開催されます。
2007年６月15日（金）から７月19日（木）の約35日間、東京都と地方で
日本文化体験・ホームステイ・体験授業を行うとともに、日本語による討論
会（日本語サミット）が行われます。
６月26日（火）から７月10日（火）の「地方プログラム」において、金沢星
稜大学、星稜高等学校がホスト校に決定しました。

Nホストファミリー募集
お申し込み・お問い合わせ：金沢星稜大学事務局 TEL 076-252-2236

平成19年度 事業計画骨子
［大　学］
○人間科学部が設置され、2学部体制での業務を円滑かつ発展的に行う。

○引き続き教育の充実を基礎とする大学の改革を推進する。

○19年度は、高等教育評価機構の大学機関別認証評価を受ける。

［高校・中学］
○徳・知・体の理念で真に豊かな人間形成教育を目指す。

○特色あるカリキュラム編成・習熟度別学習で教育効果をあげる。

○きめ細かい指導体制のもとで生徒の個性や特性を伸ばす教育をする。

○心の教育に重点をおく。

［短　大］
○「人間・キャリア教育」をさらに充実させる。

○コースを見直し、カリキュラムの検討をはじめ、引き続き改革を推し進めていく。

［幼稚園］
○基本的な生活習慣・態度を育て、豊かな心情や思考力を養い、意欲や思いやりの
あるやさしい子を育てる。

○将来社会の一員として協力ができ、主体性を持った人間になることを願い遊びの
中で自己実現がはかれるように導く。

○園と家庭が連携して子供の育ちを促し、家庭では体験できない新しい世界の出会
いと自立に向けた基盤作りにつとめる。

19名の新任の方々

▲

詳細は、法人本部法人課（253-3908）で、ご覧いただけます。

スタジオ

金沢星稜大学トレーニング
センター“リニューアル”

大学の新学部スポーツ学科、こども学科の
設置を受け、大学トレーニングセンターが新
しくなりました。最新の施設と設備で学生の
皆さんをサポートします。

ジム
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編集担当者：上田奈津子、井下桂子、宮�　梢（以上秘書課） 

　1日（日）～２日（月）　３年専門ゼミ合同合宿（山中温泉） 

　3日（火） 入学式・１年次保護者対象就職ガイダンス 

　4日（水） 新入生学内オリエンテーション 

　5日（木）～６日（金）　新入生学外研修（山中温泉） 

　7日（土） 新入生歓迎祭 

　9日（月） 前期授業開始 

　9日（月）～13日（金）　オリエンテーション授業期間 

　 　　　　　　 履修登録期間 

17日（火）～20日（金） 学生健康診断期間 

19日（木）～20日（金）　学生時間割配布 

22日（日）　４年次保護者対象就職ガイダンス 

28日（土）～５月６日（日）　ゴールデンウィーク休講期間 

　９日（土） 第１回オープンキャンパス 

30日（月）　前期授業終了 

31日（火）～８月６日（月）　一斉試験期間 

金沢星稜大学 
４月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６月 

７月 

　7日（土） 始業式（高・中） 

　9日（月） 入学式（午前：高校、午後：中学） 

26日（木） 遠足 

14日（月） 中学授業参観 

19日（土） ＰＴＡ総会 

21日（月）～２４日（木）　中間試験 

22日（火）～２３日（水）　中学中間試験 

31日（木）～６月３日（日）　県高校総体・総文 

16日（土）～１７日（日）　北信越高校体育大会　中学県体予選 

　２日（月）～６日（金）　期末試験 

　３日（火）～５日（木）　中学期末試験 

　7日（土） 中学合唱コンクール 

17日（火）～１８日（水）　体育大会 

20日（金） 中学終業式 

21日（土） 終業式 

28日（土）～　全国高校総体（佐賀・福岡） 

31日（火）～８月１日（水）　学校見学会 

星稜中学・高等学校 
４月 

 

 

５月 

 

 

 

 

６月 

７月 

　6日（金） 始業式 

　7日（土） 入園式 

27日（金） 保育参観、保護者会総会 

21日（月） 避難訓練 

25日（金） 親子バス遠足 

　1日（金） プール開き 

12日（火） アスレバル石川（年長） 

20日（水） 観劇（年長） 

29日（金） オープンハウス 

　6日（金） プラネタリウム（年長） 

　9日（月） 避難訓練 

20日（金） 終業式 

21日（土） キッズワールド 

23日（月）～２４日（火）　お泊り保育（年長） 

星稜幼稚園 
４月 

 

 

５月 

 

６月 

 

 

 

７月 

　6日（金） 始業式 

　7日（土） 入園式 

20日（金） 保護者会総会 

11日（金） 保育参観　クラス懇談 

18日（金） 親子バス遠足 

29日（火） 避難訓練 

12日（火） アスレバル石川（年長） 

26日（火） オープンハウス 

　5日（木） 七夕の集い 

13日（金） プラネタリウム（年長） 

19日（木） ちびっこ夏祭り 

20日（金） 終業式 

23日（月）～２４日（火）　お泊り保育（年長） 

星稜泉野幼稚園 
４月 

 

 

５月 

 

 

６月 

 

７月 

　3日（火） ２年次オリエンテーション 

　5日（木） 入学式 

　6日（金）・９日（月） １年次オリエンテーション 

10日（火） 新入生歓迎祭 

11日（水） 前期授業開始 

30日（水） 体育祭 

　2日（土） 稲星会役員会及び総会 

23日（土）～２４日（日）　北陸三県私立短大体育大会 

30日（月） 前期授業終了 

星稜女子短期大学 
４月 

 

 

 

 

５月 

６月 

 

７月 

あ と が き 
　おかげさまで、「星稜サエラ」も１周年を迎えることがで
きました。 
　各校とも新しい笑顔とともに、新年度がスタートしました。 
　本号では、各校入学・入園式をはじめ、大学の新学部設
置を中心とした内容をお届けします。 
　新しい年度にあたり皆さんが「星稜」に新たな風を吹き込ん
でくれることを願っています。 
 
 　井下　桂子 

表紙：星稜泉野幼稚園入園式 
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